
 
 

検討事項について 

 

 

１．後期高齢者の質問票（案）について 

・ 後期高齢者の健診等において､特定健診の｢標準的な質問票｣に

代わるものとして「後期高齢者の質問票」を位置付ける。 

 

 

２．平成 28・29 年度モデル事業の試行分析について 

・ 事業の分析や評価につながる視点をまとめ、また、取組のため

の留意点や課題を抽出し、ガイドラインへの提示を検討するため、

モデル事業の試行分析を行う。 

 

 

３．その他 

(1) 平成 30 年度低栄養防止・重症化予防等事業実施自治体意見交

換会でいただいた意見について 

・ 意見交換会で得られた課題や意見に基づき、その解決に結び

つく情報をガイドラインに追加する。 

 

(2) 事例紹介について 

・ 事業を実施する自治体の課題解決の参考となるよう、先進事

例の紹介をガイドラインに追加する。 

 

 

４．今後の進め方について 

・ 上記３の(1)、(2)によりガイドラインの充実を図るとともに、

平成 32 年度から高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施が

開始されるため、自治体の参考となるよう、取組のプログラムを

検討し、ガイドラインに盛り込む。 
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